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村づくり戦略推進室
　　　　村づくり係からのお知らせ

　

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
〜
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
、
原
村
で
活

躍
し
た
「
八
ヶ
岳
伐
木
事
業
所
富
士
見
作
業
軌
道
」
の
記
録
を
ま
と
め
た
歴
史

記
録
集
が
原
村
教
育
委
員
会
よ
り
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

郷
土
の
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
は
、
住
民
が
足
で
調
べ
た
原
村
の
歴
史
報
告
書

で
「
よ
み
が
え
れ
、
八
ヶ
岳
森
林
軌
道
」
が
第
三
集
目
と
な
り
ま
す
。

　

全
百
四
十
二
頁
に
わ
た
る
今
回
の
冊
子
は
、
当
時
の
写
真
や
そ
の
解
説
、
働

い
て
い
た
方
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
原
小
学
校
児
童
に
よ
る
調
査
報
告
、
ま

た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
）
で
調
査
し
た
軌
道
全
体
図
、
原
村
で
活

躍
し
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
ト
ロ
ッ
コ
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
が
掲
載

さ
れ
、
原
村
の
歴
史
書
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
子
孫
に
引
き
継
が
れ
未
来

へ
発
展
す
る
将
来
像
も
語
っ
て
い
ま
す
。

「
よ
み
が
え
れ
、八
ヶ
岳
森
林
軌
道
」

〜
郷
土
の
文
化
財　
第
３
集
発
刊
〜

『郷土の文化財第３集「よみがえれ、八ヶ岳森林軌道」』
                      【目次】第1章 「富士見作業軌道」時代の写真と調査記録
　　　　　　　　　第2章 帝室林野局諏訪出張所 
　　　　　　　　　第3章 原村における取組 
　　　　　　　　　第4章 働いていた方々へのインタビューその他

◎一般販売価格  ／ １冊 ２，０００円
【お問い合わせ】原村教育委員会  文化財係（☎７９－７９３０）

　

３
月
20
日
、発
刊
を
記
念
し
た

『
刊
行
発
表
会
』が
関
係
者
や
一
般

参
加
者
を
迎
え
て
開
か
れ
ま
し
た
。

当
時
の
森
林
軌
道
を
支
え
た
女
衆

を
は
じ
め
、多
く
の
従
事
者
も
出
席

し
、賑
や
か
な

発
表
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

記
録
集
に

掲
載
し
た
イ

ラ
ス
ト
の
原
画

展
を
も
み
の

湯
や
八
ヶ
岳

自
然
文
化
園

な
ど
で
行
う

予
定
で
す
。ぜ

ひ
ご
覧
下
さ
い
。

　
「
よ
み
が
え
れ
、

　
　
　

八
ヶ
岳
森
林
軌
道
」

　
　
　
　
　

 

専
門
部
会
の
活
動

　

専
門
部
会
は
、次
の
２
点
を
掲
げ
て
２
０
０
６
年
２

月
、む
ら
づ
く
り
生
涯
学
習
推
進
委
員
会
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

①
森
林
軌
道
運
行
当
時
を
知
る
人
々
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、聞
き
書
き
や
現
地
調
査
・
史
料
を
収
集
記
録

し
て
、次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、原
村
の

誇
り
と
し
て
未
来
に
生
か
す
。

②
そ
の
た
め
に
、記
録
と
し
て
残
す
だ
け
で
は
な
く
、

多
く
の
方
々
か
ら
寄
贈
・
貸
与
い
た
だ
い
た
レ
ー
ル

や
道
具
等
を
使
い
、で
き
る
限
り
当
時
の
状
況
を
復

元
設
置
す
る
。

　

専
門
部
会
は
、働
い
て
い
た
方
々
と
一
緒
に
薮
に
埋

も
れ
た
約
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
軌
道
跡
を
歩
き
、林

野
庁
や
国
立
国
会
図
書
館
等
の
資
料
を
調
査
研
究

す
る
と
と
も
に
、軌
道
の
復
元
に
も
力
を
注
い
で
き
ま

し
た
。公
共
交
通
機
関
・
木
炭
に
よ
る
代
燃
装
置
等

は
、化
石
燃
料
を
使
わ
な
い
と
い
う
点
で
は
、資
源
の

有
効
利
用
や
地
球
温
暖
化
の
防
止
と
い
う
点
に
お
い

て
、こ
の
現
代
に
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
み
る
価
値
が

あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
を
柱
に
、働
い
て
い
た
方
々
が
お
元
気
な

う
ち
に
、多
く
の
方
た
ち
と
一
緒
に
軌
道
跡
を
歩
き
、

レ
ー
ル
を
敷
く
。そ
し
て
ト
ロ
ッ
コ
や
機
関
車
に
夢
を

乗
せ
、八
ヶ
岳
中
央
高
原
を
子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄

り
の
元
気
な
声
が
響
き
渡
る
場
所
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。　
　
　
（
記
録
集　

本
文
一
部
要
約
）

■
今
後
の
活
動

　
「
よ
み
が
え
れ
、八
ヶ
岳
森
林
軌
道
」専
門
部
会
で

は
、他
の
専
門
部
会
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、森
林
軌

道
探
査
会
な
ど
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、軌
道

復
元
の
夢
を
現
実
へ
と
進
め
ま
す
。

　

語
り
継
が
れ
る

　
　
　

 　
　

郷
土
の
歴
史

　

郷
土
の
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
第
一

集
は
「
棒
道
」
、
第
二
集
は
「
原

村
の
道
し
る
べ
」
。
そ
し
て
、
今

回
刊
行
さ
れ
た
の
が
「
よ
み
が
え

れ
、
八
ヶ
岳
森
林
軌
道
」
で
す
。

　

第
二
集
の
発
刊
か
ら
十
七
年
ぶ

り
の
刊
行
で
、
今
回
は
原
村
む
ら
づ

く
り
生
涯
学
習
推
進
委
員
会
の
「
よ

み
が
え
れ
、
八
ヶ
岳
森
林
軌
道
」
専

門
部
会
が
編
集
を
し
ま
し
た
。

　

専
門
部
会
が
活
動
を
始
め
て
か

ら
二
年
、
軌
道
の
探
査
か
ら
始
ま

り
、
当
時
働
い
て
い
た
方
々
か
ら

の
聞
き
取
り
調
査
や
、
眠
っ
て
い

た
史
料
、
記
録
等
の
掘
り
起
こ
し
、

そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

た
森
林
軌
道
の
歴
史
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

１５ １４

I N F O R M A T I O N

日 土金木水火月

A p r i l  t o  M a y

■診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日

■老人憩の家［☎79-2111（内線128）］
日、火、木曜日

■中央公民館［☎79-4815］
無　休

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日、4/30、5/5、5/7

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、4/25、5/6

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
無　休

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
4/15、4/22、5/7、5/8、5/13

■もみの湯［☎74-2911］
4/16、5/7

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日

4月 5月

15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15

対
象
者
●
種
苗
や
農
機
具
を
自
分

で
用
意
し
て
、定
期
的
に
管
理
が

出
来
る
方
で
、自
ら
野
菜
や
花
な

ど
作
物
の
栽
培
を
楽
し
み
、希
望

す
る
方
。

場
所
と
区
画
●

・
柳
沢
区
の
弓
振
農
村
広
場
か
ら

東
へ
約
７
０
０
ｍ
。

・１
区
画
約
50
㎡（
畑
）、13
区
画
募
集

金
額
と
条
件
●

・
年
額
４
，０
０
０
円（
５
区
画
）、

又
は
５
，０
０
０
円（
８
区
画
）

※
５
，０
０
０

円
の
区
画
は

灌
水
利
用
組

合
加
入
の
た

め
、作
物
へ
灌

水
可
。

・
利
用
期
間

は
、
平
成
21

年
３
月
ま
で
の
１
年
間（
最
大
４

年
ま
で
継
続
可
能
）

・
簡
易
ト
イ
レ
、休
憩
所
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間
と
利
用
決
定
●
４
月
21

日
月
締
め
切
り
、抽
選
に
て
利
用

区
画
を
決
定
。（
応
募
多
数
の
場

合
、抽
選
に
て
利
用
者
決
定
）

申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先
●

農
林
商
工
観
光
課
農
政
係

　

☎
７
９
‐
７
９
３
１（
直
通
）

講
座
日
程
●
５
月
12
日
月
・
14
日

水
・
16
日
金
・
21
日
水
・
23
日
金
・
26

日
月（
全
６
回
）

　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時　

場
所
●
中
央
公
民
館　

視
聴
覚
室

内
容
●
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
本
操
作
等

テ
キ
ス
ト
代
●
９
０
０
円

申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先
●

　

原
村
中
央
公
民
館

　

☎
７
９
‐
４
８
１
５（
直
通
）

　

原
村
で
は
、空
き
家
を
有
効
利

用
し
た
都
市
住
民
と
の
交
流
、団

塊
世
代
の
方
々
な
ど
の
定
住
対
策

や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

村
内
で
空
き
家
と
な
っ
た
一
般
住

宅
で
、賃
貸
、売
買
可
能
な
空
き
家

の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

村
が
窓
口
と
な
り
、定
住
を
希

望
さ
れ
て
い
る
方
に
い
た
だ
い
た

情
報
を
お
渡
し
し
ま
す
。村
で
は

売
買
及
び
賃
貸
な
ど
の
仲
介
は
行

わ
ず
、情
報
の
提
供
の
み
行
い
ま

す
。契
約
な
ど
に
つ
い
て
は
当
事
者

間
で
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

【
空
き
家
情
報
の
提
供
事
項
】

１　

物
件
の
所
在
地

２　

物
件
の
所
有
者

　
　
　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

３　

物
件
の
管
理
者

　
　
　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

（
所
有
者
と
同
じ
場
合
は
１
、２
の
み
）

※
情
報
提
供
後
、物
件
の
詳
細
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

連
絡
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先
●

　

村
づ
く
り
戦
略
推
進
室　

村
づ
く
り
係

　

☎
７
９
‐
７
９
２
２（
直
通
）

　

信
州
大
学
で
は
、学
生
と
と
も

に
受
講
す
る
機
会
と
し
て
、大
学

の
授
業
を
一
般
市
民
及
び
高
校
生

の
方
々
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

開
講
期
間
●
前
期
４
月
〜
７
月
／

通
年
４
月
〜
来
年
３
月

開
放
場
所
●
信
州
大
学　

全
学
教

育
機
構
及
び
各
学
部

募
集
案
内
配
布
窓
口
及
び
問
い
合

わ
せ
先
●

　

☎
０
２
６
３
‐
３
７
‐
２
８
７
０

　

10
月
に
行
わ
れ
る
資
格
取
得
試

験
を
目
指
し
た
講
習
を
行
い
ま
す
。

講
習
日
程
●
５
月
14
日
〜
９
月
26
日

午
後
６
時
15
分
〜
午
後
９
時
15
分

募
集
締
め
切
り
●
４
月
25
日
金

申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
高
等
職
業
訓
練
校

　

☎
５
２
‐
４
３
０
６

　

離
転
職
者
及
び
母
子
家
庭
の
母

等
を
対
象
と
し
た
公
共
職
業
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
雇
用
保
険
受
給

者
の
方
で
、
一
定
の
条
件
を
満
た

さ
れ
た
方
に
は
、
受
講
中
、
基
本

手
当
や
通
所
手
当
な
ど
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

応
募
資
格
●
求
職
活
動
中
で
再
就

職
に
意
欲
の
あ
る
方
。

応
募
方
法
●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備

え
付
け
の「
入
校
願
」「
事
前
調
査

票
」を
記
入
し
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
め
切
り
日
●
４
月
30
日
水

問
い
合
わ
せ
先
●

　

長
野
県
岡
谷
技
術
専
門
校

　

☎
２
２
‐
２
１
６
５

募　

集

諏訪高等職業訓練校ホームぺージ＿アドレス
http://www.geocities.jp/suwakunrenkou/

市
民
農
園
利
用
者

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
生

「
空
き
家
・
古
民
家
」
を

有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

信
州
大
学
市
民
開
放
授
業

宅
地
建
物
主
任
者
科
受
講
生

３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
・

技
術
科
訓
練
生
募
集



１７ １６

■
少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
講
式

　

○
４
／
19
土　

午
前
９
時
30
分

■
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
教
室

　

○
４
／
19
土　

午
前
９
時

　

○
会
場　

御
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

○
４
／
26
土　

○
５
／
10
土　

　

正
午
〜
午
後
５
時

■
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会

　

③
５
／
６
火　

午
前
８
時
40
分

　

○
会
場　

松
本
市

■
利
用
者
会
議

　

○
５
／
９
金　

午
後
７
時
30
分

■
少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

○
５
／
９
金　

午
後
６
時
30
分

■
陸
上
春
季
記
録
会

　

○
５
／
10
土　

午
前
８
時
30
分

　

○
会
場　

中
学
校
校
庭

■
少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

○
５
／
10
土　

午
後
６
時

中
央
公
民
館 

　
　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
8
1
5

■
ふ
れ
あ
い
学
級
①

　

○
４
／
15
火　

午
後
１
時
15
分

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
①

　

○
４
／
21
月　

午
後
１
時・
午
後

　

３
時
・
午
後
７
時
30
分

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ
①

　

○
４
／
24
木　

午
前
９
時
30
分

■
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習
Ａ

　

①
５
／
12
月　

②
５
／
14
水　

　

午
後
７
時

と
、日
々
の
生
活
か
ら
出
る
一
般
廃

棄
物
で
あ
っ
て
も
、廃
棄
物
を
み
だ

り
に
捨
て
る
こ
と
は
法
律
に
よ
り

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
違
反

し
て
廃
棄
物
を
不
法
に
投
棄
し
た

者
は
、厳
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
、村

民
一
人
ひ
と
り
が
不
法
投
棄
は「
し

な
い
」「
さ
せ
な
い
」と
い
う
気
持
ち

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。未
然
防

止
や
早
期
発
見
の
た
め
に
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

建
設
水
道
課
環
境
係

　

☎
７
９
‐
７
９
３
３（
直
通
）

　

野
外
で
の
ご
み
や
不
要
な
も
の

の
焼
却
は
、一
部
の
例
外
を
除
い
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。違
反
す
る
と

罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。な
お
、例

外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
焼
却

で
あ
っ
て
も
、次
の
よ
う
に
生
活
環

境
に
支
障
が
で
た
り
、苦
情
な
ど

が
あ
っ
た
り
し
た
場
合
は
、改
善
命

令
や
行
政
指
導
の
対
象
と
な
り
ま

す
。周
囲
の
皆
さ
ん
の
迷
惑
に
な
る

焼
却
は
、や
め
ま
し
ょ
う
。

※ 

農
業
・
林
業
・
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
ず
行
う
焼
却
で
あ
っ

て
も
、周
囲
の
住
宅
に
及
ぼ
す
影

響（
黒
煙
、悪
臭
等
）が
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
場
合
。

※
気
象
条
件（
強
風
等
）に
よ
っ
て
、

周
囲
に
危
険
や
迷
惑
が
及
ぶ
と
考

え
ら
れ
る
場
合
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

建
設
水
道
課
環
境
係

　

☎
７
９
‐
７
９
３
３（
直
通
）

　

平
成
20
年
５
月
１
日
木
か
ら
、

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
の
う
ち
、内

容
が
複
雑
で
事
実
関
係
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
ご
相
談
に
つ
い
て

は
、事
前
に
税
務
署
に
電
話
予
約
を

い
た
だ
い
た
上
で
の
面
接
相
談
と

な
り
ま
す
。国
税
に
関
す
る
ご
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、ま
ず
電
話
に

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
税
務
署

　

☎
５
２
‐
１
３
９
０（
代
表
）

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在

自
動
車（
軽
自
動
車
、
二
輪
車
を
除

く
）を
お
持
ち
の
方
に
納
め
て
い
た

だ
く
県
税
で
、
今
年
は
６
月
２
日

月
が
納
期
限
で
す
。

　

速
や
か
に
再
就
職
を
お
考
え
で

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
し

て
い
る
方
な
ど
を
対
象
に
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。訓
練
期
間
中
、
就

職
に
関
わ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

募
集
訓
練
科
●

　

テ
ク
ニ
カ
ル
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

科
、
電
気
設
備
科
、
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー

ク
科
、金
属
加
工
科

問
い
合
わ
せ
先
●

　

松
本
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６
３
‐
５
８
‐
２
９
０
５

　

黒
部
峡
谷
の
欅
平
か
ら
立
山
黒

部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
黒
部
ダ
ム
ま

で
を
結
ぶ
黒
部
ル
ー
ト
の
見
学
会

（
年
34
回
実
施
）
の
参
加
者
を
公
募

し
ま
す
。電
源
開
発
の
歴
史
を
学
ぶ

と
と
も
に
黒
部
峡
谷
の
自
然
に
も

触
れ
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

黒
部
ル
ー
ト
見
学
公
募
委
員
会

事
務
局

　

☎
０
７
６
‐
４
４
２
‐
８
２
６
３

　

原
村
で
は
、
村
の
観
光
情
報
を

提
供
す
る
携
帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
は
、
「
信
州

で
首
都
圏
に
最
も
近
い
村
」
と
し

て
村
の
特
徴
や
交
通
ア
ク
セ
ス
の

紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
観
光
ス
ポ

ッ
ト
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
村
内
の
観

光
施
設
や
見
ど
こ
ろ
を
写
真
付
き

で
紹
介
し
問
い
合
わ
せ
先
も
載
せ

て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
ペ

ー
ジ
で
は
、
お
す
す
め
イ
ベ
ン
ト

を
随
時
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
村
職
員
の
名
刺
や
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
印
刷
し
て

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
タ
イ
ム
リ
ー
な
原
村
の
観
光
情

報
が
見
ら
れ
る
原
村
携
帯
観
光
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

お
友
達
に
も
ぜ
ひ
、
こ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

農
林
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

　

☎
7
9
‐
7
9
2
9（
直
通
）

　

〜
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！
〜

　

村
で
は
、ご
み
の
出
し
方
を
掲
載

し
た「
家
庭
ご
み
・
資
源
物
分
別
の

手
引
き
」を
各
ご
家
庭
へ
配
布
し
、

排
出
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

事
業
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ

る
産
業
廃
棄
物
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

　

自
動
車
税
納
税
通
知
書
は
５
月

上
旬
か
ら
発
送
予
定
で
す
。送
付

先
の
変
更
は
、「
な
が
の
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
」又
は
諏
訪
地
方
事
務
所

税
務
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
の
登
録（
住
所
、氏
名
）の

変
更
、
譲
渡
な
ど
を
し
た
場
合
、
道

路
運
送
車
両
法
の
規
定
に
よ
り
登

録
変
更
が
必
要
で
す
。各
運
輸
支

局
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
地
方
事
務
所　

税
務
課

　

☎
５
７
‐
２
９
０
５

　

長
野
運
輸
支
局
松
本
自
動
車
検

査
登
録
事
務
所

　

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
４
３

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い

身
近
な
み
ど
り
や
大
切
な
自
然
を
育

む
た
め
に
緑
の
募
金
を
実
施
し
ま

す
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
小

中
学
校
等
へ
の
緑
化
木
配
布
、
村
有

林
へ
の
植
樹
な
ど
緑
化
推
進
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。募
金
は
各
区
長
、常
会

長
を
通
じ
て
回
収
に
伺
い
ま
す
。実

施
期
限
は
５
月
9
日
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

農
林
商
工
観
光
課
農
村
整
備
係

　

☎
７
９
‐
７
９
３
２（
直
通
）

社
会
体
育
館

　
　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
9
2
2

カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ

家庭児童相談　問☎79-7092
◇日時／４月18日(金)、５月２日(金)
　　　　５月９日(金)
　　　　午後２時～４時
◇場所／保健センター２階
◇担当／中村由美子相談員

心配ごと相談所　問☎79-7228
◇日時／５月１１日（日) 午後１時～午後５時
◇場所／保健センター２階
◇担当／永田安一相談員

無料法律相談　問☎79-7927
◇日時／５月９日(金) 午後１時～５時
◇場所／中央公民館 講義室
◇担当／長野県弁護士会諏訪在住会会員
　　　　の弁護士

国民年金出張相談会　問☎23-3661
◇日時／４月２２日（火）午後1時～午後5時
◇場所／中央公民館 講堂
◇担当／岡谷社会保険事務所職員

消費生活相談　問☎23-8260
◇日時／第3火曜日・土曜日・日曜日・祝日以外
　　　　午前10時～午後6時
◇場所／岡谷市中央町（ララオカヤ１階）
※第3火曜日は巡回相談となります。日時と
　場所はお問い合わせください。
◇担当／県消費生活センターおかや

税務相談所　問☎28-6666
◇次回の開設日／５月14日（水）
　　　　午前10時～正午
◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の税理士

交通事故巡回相談　問予約☎57-2900
◇日時／５月８日（木）
　　　　午前10時～午後３時
◇場所／諏訪合同庁舎
◇担当／長野県交通事故相談所松本支所
　　　　の交通事故相談員

お
知
ら
せ

松本職業能力開発促進センターホームぺージ＿アドレス
http://www.endo.go.jp/nagano/

原村観光ホームページ携帯版URL　http://www.onsen-navi.net/qr-site/1000476.shtml　ＱＲコード⇒　　　　

募　

集

富山県（黒部ルート公募見学会案内）ホームぺージ＿アドレス
http://www.pref.toyama.jp/cms_cat/501010/kj00000094.html

ながの電子申請サービス＿アドレス
http://shinsei.e-nagano.lg.jp/portal/（長野県→自動車納税通知書送付先変更届）

黒
部
ル
ー
ト
公
募
見
学
会

観
光
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
携
帯
版

＝これからの催し物＝
★ボランティアグループ
「やまんば」
　　　　おはなし会
日時／4月19日（土）
　　　午後１時30分～
場所／原村図書館２階

★図書館のおたのしみ会
日時／5月14日（水）
　　　午後４時～
場所／原村図書館２階
内容／紙芝居 , 絵本の読み

聞かせ ,ブックトーク
（本の紹介）, 折り紙
制作など。

↑お友達をさそって、
　　大勢おでかけください。
＝お知らせ＝
★子どもとしょかん
　ボランティアの募集
図書館まつりやおはなし会
などで、お手伝いをしてく
れる小中学生を募集してい
ます。やってみたい方は図
書館までご連絡ください。

ツバメ記念日　季節風・春
重松清（文藝春秋）

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

記憶に刻まれた春は、何度でも人
生をあたためる。憧れ、旅立ち、別
れ、幼い日の母の面影。温かい涙
あふれる12の春の物語。生の哀
歓をみごとに描く重松清の四季・
春篇。

ＦＩＳＨ ＩＮ ＴＨＥ ＳＫＹ
岡本蒼（メディアファクトリー）

団地の７階から飛び降りた経験
を持つフィッシュに、彼の家にい
つの間にか転がり込んできた友
人、宮野、佐倉･･･中学校時代の
同級生３人をめぐる、切なくもど
こかユーモア漂う、愛と希望と思
いやりに満ちた物語。

唱歌・童謡から町の歌まで全
250曲を収録した、初の「信州の
歌」本格集成。信州人が作詞・作
曲したものだけでなく、長野県と
深いかかわりのある歌や、歌謡
曲、民謡・新民謡、ふるさとの歌、
寮歌も掲載。

信州ふるさとの歌大集成
市川健夫・吉本隆行（一草舎出版）

２歳からのおやつＢＯＯＫ
牧野直子（ＮＨＫ出版）

離乳食を卒業する２歳くらいの幼
児向けのおやつのレシピ集。３回
の食事を補う軽い食事として、ご
はんやパン、野菜やいも類、果物
などの素材を使った、甘いもの中
心ではないおやつを紹介。

マイカのこうのとり
ベンノー・プルードラ作（岩波書店）

児童図書

図書館からのお知らせ

■開館：火～日曜日、午前10時～午後6時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、4／25（金）、5／6（火）

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p

巣から追い出され、親に置いてい
かれた、飛べないこうのとりのひ
な。幼い少女マイカは、こうのとり
を家においてあげることにしまし
た。ふたつの心の交流を詩情ゆた
かに描く。

ちょうちょひらひら
まどみちお（こぐま社）

春風にのって、ちょうちょがひらひ
ら。うさちゃんにとまって、うさちゃ
んがうふふ･･･。こんどはだれにと
まるかな？ 子どもたちのくすくす
笑いが聞こえてくるような絵本。

職
業
訓
練
生
募
集

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

野
外
で
の
焼
却
の
禁
止

国
税
に
関
す
る
相
談

自
動
車
税
納
税

通
知
書
の
住
所
変
更

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を
！



１９ １８

　

第
94
回「
村
長
と
話
し
合
う
日
」

を
行
い
ま
す
。希
望
者
は
総
務
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
４
月
21
日
月

　

午
後
１
時
〜
午
後
８
時

■
場
所
／
原
村
役
場　

村
長
室

■
そ
の
他
／「
村
長
室
へ
よ
う
こ
そ

事
業
」村
長
の
在
庁
時
で
都
合
の
つ

く
限
り
懇
談
に
応
じ
ま
す
。

　

広
報
は
ら
２
月
号
と
い
っ
し
ょ

に
各
ご
家
庭
に
お
配
り
し
ま
し
た

「
保
存
版　

ご
み
・
資
源
物
分
別

の
手
引
き
（
平
成
20
年
４
月
改
訂

版
）
」
に
つ
き
ま
し
て
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
誌
面
を
お
借
り
し

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
な
お
下

記
の
箇
所
に
誤
り
が
あ
り
ま
す
の

ニ
ン
グ
、
日
曜
日
健
診
、
医
療
機
関

健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方
で
、

医
療
保
険
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
補
助

の
な
い
方
。

□ 

補
助
対
象
検
査
の
内
容

　

日
帰
り
ま
た
は
一
泊
二
日
の
健
診

で
、
病
院
で
定
め
た
基
準
検
査
項
目
。

□ 

補
助
額

　

ド
ッ
ク
健
診
の
標
準
的
費
用
の

７
割
を
限
度
。
年
１
回
限
り
。

□ 

補
助
金
申
請
及
び
請
求
時
の
持

ち
物

　

印
鑑
、
領
収
書
、
健
康
保
険
証
、

振
込
み
希
望
口
座
番
号
、
人
間

ド
ッ
ク
結
果
（
結
果
が
お
手
元
に

届
い
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、旅
客
鉄

道
会
社
の
運
賃
割
引
き
が
受
け
ら

れ
な
い
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、書
き

換
え
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

書
き
換
え
の
必
要
な
方（
旧
療

育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
）

・ 

手
帳
の
表
紙
に「
療
育
手
帳
」の

名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

・ 

手
帳
に
本
人
の
写
真
が
貼
付
さ

れ
て
い
な
い
。

・ 

手
帳
に「
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

で
訂
正
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
訂
正
箇
所

　

手
引
き
裏
表
紙
に
記
載
が
あ

る
、
燃
え
る
ご
み　

諏
訪
南
清
掃

セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
が
７
９
‐

２
９
０
５
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

正
し
く
は
﹇
７
２
‐
２
９
０
５
﹈
で

す
。
お
手
数
で
す
が
訂
正
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
お
知
ら
せ

「
保
存
版　

ご
み
・
資
源
物
分
別

の
手
引
き
（
平
成
20
年
４
月
改
訂

版
）
」
裏
表
紙
に
記
載
し
て
あ
る

燃
え
な
い
ご
み　

南
諏
衛
生
セ
ン

タ
ー
の
電
話
番
号
６
２
‐
２
１
６
０

は
事
務
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

粗
大
ご
み
処
理
施
設
に
直
接
電

話
を
す
る
場
合
は
、
６
２
‐

４
９
０
７
へ
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
42
〜
53
年
に
生
ま
れ
た
女

性
及
び
昭
和
７
年
以
前
に
生
ま
れ

た
女
性
。

□
日
程
及
び
定
員

　

４
月
25
日
金　

５
月
７
日
水

　

受
付
は
午
後
１
時
か
ら
15
分
間

□
定
員　

各
日
と
も
先
着
50
名

□
場
所　

原
村
保
健
セ
ン
タ
ー

□
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

□
料
金　

無
料

□
検
診
方
法
及
び
結
果

　

外
科
医
に
よ
る
視
触
診
を
お
こ

な
い
ま
す
。
必
要
な
方
に
は
女
性

技
師
に
よ
る
超
音
波
撮
影
を
お
こ

な
い
ま
す
。
結
果
は
当
日
、
外
科

医
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
す
。

【
子
宮
が
ん
集
団
検
診
】

□
対
象

　

お
お
む
ね
20
歳
以
上
の
女
性

□
日
程
及
び
定
員

　

４
月
25
日
金　

５
月
７
日
水

　

６
月
13
日
金

　

受
付
は
午
後
１
時
か
ら
15
分
間

□
定
員　

各
日
と
も
先
着
50
名

□
場
所　

原
村
保
健
セ
ン
タ
ー　

□
持
ち
物　

ゆ
っ
た
り
し
た
ス

カ
ー
ト

□
料
金　

無
料

□
検
診
方
法
及
び
結
果

　

子
宮
頚
部
の
細
胞
を
綿
棒
の
よ

う
な
物
で
採
取
し
、
異
型
細
胞
が
あ

る
か
調
べ
る
検
査
で
す
。
採
取
す
る

時
間
は
１
分
弱
で
、
痛
み
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
は
約
３
週
間

後
、
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□ 

補
助
対
象
者

　

村
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳

以
上
の
者
。
ド
ッ
ク
健
診
を
受
診
し

た
日
の
属
す
る
年
度
に
お
い
て
原

村
で
実
施
す
る
ヘ
ル
ス
ス
ク
リ
ー

旅
客
運
賃
減
額
」お
よ
び「
第
一

種
」「
第
二
種
」の
記
載
が
無
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、18
歳
未
満

の
児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
場
合（
離
婚
・
死
亡
・
遺

棄
・
未
婚
等
）、児
童
を
監
護
す
る

母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま

す
。未
婚
の
母
の
方
で
、児
童
が
父

親
に
認
知
を
受
け
た
場
合
も
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
支
給
対
象
外
】

◇
児
童
及
び
受
給
対
象
者
の
住
所

が
日
本
国
内
に
な
い
場
合

◇
児
童
及
び
受
給
対
象
者
が
公
的

村
長
と
話
し
合
う
日

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内231）
■村づくり戦略推進室
　村づくり係 ☎79-7922
　企画係 ☎79-7942
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940
　中央公民館 ☎79-4815
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442

　　　　
　
　　

問
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

【
乳
房
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
】

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
２
年
に
１

度
行
う
隔
年
検
診
で
す
。

□
対
象　

　

昭
和
９
〜
41
年
の
奇
数
年
に
生

ま
れ
た
女
性
。

□
日
程

　

４
月
24
日
木　

５
月
14
日
水　

　

６
月
26
日
木

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
午
後

３
時
。
完
全
予
約
制
で
す
。

□
定
員　

各
日
と
も
先
着
35
名

□
場
所　

原
村
保
健
セ
ン
タ
ー

□
料
金　

無
料

□
検
診
方
法
及
び
結
果

　

乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
を
お
こ

な
い
ま
す
。
乳
房
を
撮
影
台
の
圧

迫
板
で
平
ら
に
圧
迫
し
、
両
方
の

乳
房
を
片
方
ず
つ
撮
影
し
ま
す
。

撮
影
は
女
性
技
師
が
お
こ
な
い
ま

す
。
検
診
結
果
は
約
３
週
間
後
、

郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
乳
が
ん
集
団
検
診
】

□
対
象

人
間
ド
ッ
ク
補
助
金

ご
み
の
手
引
き
訂
正
の
お
願
い

原村の観光ホームページ携帯版完成☆観光施設や季節のおすすめイベントの情報が手に入ります ＱＲコード⇒ 原村観光ホームページ携帯版URL
http://www.onsen-navi.net/qr-site/1000476.shtml

問
建
設
水
道
課
環
境
係

　

☎
79
‐
7
9
3
3
（
直
通
）

乳
が
ん
、子
宮
が
ん
検
診

■
■
■
・
問

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

■
■
■
■
・
問

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

療
育
手
帳
の
書
き
換
え

（
特
別
）児
童
扶
養
手
当
制
度

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

◇
児
童
が
父
に
支
給
さ
れ
る
年
金

額
の
加
算
対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合

◇
児
童
が
里
親
に
養
育
さ
れ
て
い

る
場
合

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、精
神

ま
た
は
身
体
に
障
害
が
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
を
監
護
、養
育
す
る
父

ま
た
は
母
も
し
く
は
養
育
者
に
支

給
さ
れ
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
支
給
要
件

を
満
た
す
が
、ま
だ
申
請
し
て
い
な

い
方
は
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
支
給
対
象
外
】

◇
児
童
及
び
受
給
対
象
者
の
住
所

が
日
本
国
内
に
な
い
場
合

◇
児
童
が
障
害
を
支
給
要
件
と
す

る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

　

国
及
び
村
の
こ
の
制
度
は
、児
童

の
い
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
次

代
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。受
給
資
格
者

で
、ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
国
の
児
童
手
当
制
度
】

○
支
給
対
象
者
・・・
小
学
校
修
了

前（
12
歳
到
達
後
最
初
の
3
月
31

日
ま
で
）の
児
童
を
養
育
す
る
方
。

○
手
当
の
額（
月
額
）

３
歳
未
満
の
児
童

　

一
律　
　
　

   

1
0
，0
0
0
円

３
歳
以
上
の
児
童

　

第
1
子
、第
２
子　

5
，0
0
0
円

　

第
３
子　
　

   

1
0
，0
0
0
円

○
支
給
時
期
と
支
給
額

　

毎
年
２
月
、６
月
、10
月
に
そ
れ

ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
を
支
給
。

　

な
お
、受
給
資
格
者
の
前
年（
１

月
か
ら
５
月
分
の
手
当
は
前
々

年
）の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
村
の
児
童
手
当
制
度
】

○
支
給
対
象
者

　

義
務
教
育
終
了
前（
中
学
校
卒

業
ま
で
）の
児
童
を
４
人
以
上
養

育
し
て
い
る
方
で
、１
年
以
上
原

村
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

○
手
当
の
額（
年
額
）

　

４
人
目
以
降
の
児
童
１
人
に
つ
き

　
　
　
　

     　

２
０
，０
０
０
円

○
支
給
時
期
と
支
給
額

　

毎
年
10
月
、４
月
に
年
額
の
半

額
を
支
給
。

　

就
園
前
の
お
子
さ
ん
の
遊
び
の

場
で
す
。
原
村
図
書
館
２
階
会
議

室
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

○
５
月
の
日
程

　

１
日
木
、
２
日
金
、
８
日
木
、

　

９
日
金
、
１３
日
火
、
１５
日
木
、

　

１６
日
金
、
20
日
火
、
22
日
木
、

　

23
日
金
、
27
日
火
、
29
日
木

■
開
設
時
間　

午
前
１０
時
〜
正
午

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

児
童
手
当
制
度

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

子
育
て
サ
ロ
ン

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

□日常の病気　糖尿病□
できているかは別にし
て、糖尿病診療で私が
大切にしている態度。
まずは母のように。
「悪いのは病気。あなたが
悪いわけではない。落ち込
まないで。」
そして父のように。
「正面から向き合お
う。病気を知り、知恵
を持って戦え。災い転
じて福となす。」
または兄弟姉妹のように。
「医薬は進歩している。遠慮せず恩恵にあずかろう
よ。」
あるときは息子のように。
「人生の先輩として、お手本を見せて。」

つい言ってしまいがちだけど、絶対に口にしないと
誓っている言葉。
「なぜここまで放っておいたのですか。」
「もう手遅れだ。」
「自業自得だ。」
「言うこと聞かないのなら、もう来ないで。」

ちょっと言いづらいけど、時には勇気を持って言うべ
き言葉。
「このままだと、治らない痺れが出て、失明して、血液
透析に通うことになりますよ。」
「やるべき事をやってください。」

少し照れくさいけど、心がけている言葉。
「さぞ来づらかったでしょう。よくぞ、来院してくれまし
た。」
「何が一番心配ですか。聞きたいことはあります
か。」
「よく頑張っていますね。偉いですね。」
「改善しました。私もうれしいです。」
「また来てください。お待ちしています。」

Dr.アンドウの健康塾

Vol.18
むらの
か
か
り
つ
け
医

申
込
先

申
請
窓
口



２１ ２０

■『土砂災害１１０番』窓口（土砂災害に関する質問・相談）
☎５７－２９３６

※平日と大雨注意報・警報発令中に利用可能

5月5日（月）

5月6日（火）

5月7日（水）～5月10日（土）

5月11日（日）～5月17日（土）

㈲森山建設

㈲伊藤水道設備

㈲篠原鉄工建設

㈱宮坂建設

☎79-5730

☎79-3447

☎79-2421

☎79-2536

4月20日日

期　日 医　科 薬　局
往診クリニックちの
☎82-4104

けやき薬局
☎82-2864

4月27日日 ヨコイ眼科
☎72-2316

フジモリ薬局
☎72-2200

4月29日㊗ 葛井耳鼻咽喉科
☎73-8133

上原ファミリー薬局
☎73-7177

5月3日㊗ 上原内科小児科医院
☎72-2636

■諏訪地区小児夜間急病センター
・場　　所／諏訪市四賀2299-1
・診療日及び診療時間／毎日
　　　　　　　　　　  午後7：00～午後9：00
・診療科目／小児科（けがは除く）
・お問い合わせ … ☎54-4699（よるきゅうきゅう）

●4月15日、4月22日、5月13日
　》時間：午後1：30～
　》場所：もみの湯
　》問い合わせ先：保健福祉課健康づくり係
　　　　　　　　　☎79-7703（直通）

●1班 4月15日（火）、5月13日（火）
大久保・柳沢・八ツ手・払沢・上里・農場・ペンション・原山

●2班 4月22日（火）
柏木・菖蒲沢・室内・中新田・南原・判之木・やつがね

■今月の納税等
・固定資産税（１期）
・国民健康保険税（１期）
・介護保険料（１期）
納期限・口座振替日……4月30日（水）

■住民財務課窓口の時間延長  午後７時まで
・4月15日  ・4月22日  ・5月13日    

■人の動き
・人口 7,662人 （－44） 　　転入44
・男 3,813人 （－29） 　　転出82
・女 3,849人 （－15） 　　出生6
・世帯数 2,707世帯 （－21） 　　死亡10

平成20年3月末現在。（　）内は先月比。

オギノ SC フジモリ薬局
☎71-2578

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談にのっております。

■上水道当番指定店
4月13日（日）～4月19日（土）

4月20日（日）～4月26日（土）

4月27日（日）～5月2日（金）

5月3日（土）

5月4日（日）

㈱宮坂建設

共栄管工㈱

㈱キタハラ

㈱有賀水道

南部建設㈱

☎79-2536

☎79-5254

☎72-7418

☎72-4017

☎79-5720

もみの湯送迎福祉バス

もみの湯『介護予防教室』

●第3木曜日午後の専門外来を受診したい方は予約が必要です。
●休診　土・日曜日、祝日、年末年始
 　》問い合わせ先：☎79-2716（直通）

原村診療所

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

■資源物とごみの収集日
収集時間は、各地区により決められた時間となります。

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定場所に出して下さい。

可燃ごみ 毎週火・金曜日

毎週水曜日
各地区　指定箇所

資源物

 4月10日（木）

粗大ごみ

 6月2日（月） 払沢、中新田

各地区　指定箇所

役場駐車場

▲

午前7：30～午前10：30

 6月9日（月） 大久保、柳沢、八ツ手

 6月16日（月） 柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原

 6月23日（月）判之木、上里、ペンション、原山、農場

不燃ごみ

 4月26日（土）

5月4日㊗ おもだか皮膚科
☎73-2525

ヤジマ薬局
☎72-2342

5月5日㊗ 三田医院
☎73-9233

長峰ファミリー薬局
☎71-2555

5月6日　 塚田医院
☎72-9898

リジョイスかしわ薬局
☎82-3660

5月11日日 リバーサイド・クリニック
☎72-7010

りんどう薬局
☎73-9285

原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

快
適
な
睡
眠
の
た
め
の
７
ヶ
条

　

み
な
さ
ん
は
、夜
、十
分
な
睡
眠
を
と
っ
て
い
ま
す
か
？　

日
本
で

は
、生
活
習
慣
の
乱
れ
な
ど
か
ら
睡
眠
不
足
を
抱
え
て
い
る
、夜
な
か

な
か
眠
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
の
悩
み
を
持
つ
人
が
増
え
て
い
ま

す
。世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）で
は
、
健
康
の
定
義
を「
精
神
的
・
身

体
的
・
社
会
的
に
完
全
に
良
好
な
状
態
で
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

睡
眠
は
こ
れ
ら
す
べ
て
に
関
係
す
る
と
て
も
大
切
な
要
素
で
す
。今

回
は
、健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
指
針
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

―

快
適
な
睡
眠
で
い
き
い
き
健
康
生
活―

「
睡
眠
に
問
題
が

あ
る
と
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
上
昇
し
ま
す
」「
快
適
な
睡
眠
を
も

た
ら
す
生
活
習
慣
は
、定
期
的
な
運
動
と
適
切
な
食
生
活
が
大
切
」

―

睡
眠
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、
日
中
元
気
に
は
つ
ら
つ
が
快
適
な
睡

眠
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー―

「
寝
床
で
長
く
過
ご
し
す
ぎ
る
と
熟
睡

感
が
減
り
ま
す
」「
年
齢
を
重
ね
る
と
、
睡
眠
時
間
が
短
く
な
る
の

が
普
通
で
す
」

―

快
適
な
睡
眠
は
、
自
ら
創
り
出
す―

「
夕
食
後
の
カ
フ
ェ

イ
ン
摂
取
は
寝
つ
き
を
悪
く
し
ま
す
」「
睡
眠
薬
代
わ
り
の
寝
酒
は

睡
眠
の
質
を
悪
く
し
ま
す
」「
不
快
な
音
や
光
を
防
ぐ
環
境
づ
く
り

や
、自
分
に
合
っ
た
寝
具
を
選
び
ま
し
ょ
う
」

―

寝
る
前
に
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
、
眠
ろ
う
と
す
る
意

気
込
み
が
頭
を
さ
え
さ
せ
る―

「
軽
い
読
書
、
ス
ト
レ
ッ
チ
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
。ぬ
る
め
の
入
浴
は
寝
つ
き
を
良
く
し
ま

す
」「
寝
よ
う
と
意
気
込
む
と
か
え
っ
て
逆
効
果
で
す
」

―

目
が
覚
め
た
ら
、
日
光
を
取
り
入
れ
て
体
内
時
計
を
ス
イ
ッ

チ
オ
ン―

「
毎
日
同
じ
時
刻
に
起
き
ま
し
ょ
う
。夜
更
か
し
せ

ず
、早
め
に
寝
ま
し
ょ
う
」

―

午
後
の
眠
気
を
や
り
過
ご
す―

「
短
い
昼
寝
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
。昼
寝
を
す
る
な
ら
午
後
３
時
前
の
20
分
〜
30
分
が
最
適
」

―

睡
眠
障
害
は
、専
門
家
に
相
談―

「
寝
付
け
な
い
、熟
睡
感

が
な
い
、
熟
睡
中
の
激
し
い
い
び
き
、
足
の
む
ず
む
ず
、
歯
ぎ
し
り

が
あ
る
場
合
は
、一
度
ご
相
談
を
」

　
　
　
　
　
　
　
　

   　
（
保
健
福
祉
課
保
健
師　

伏
見
万
里
子
）

豆乳入りチーズケーキ風レシピ36

①粉ゼラチンは水にふり入れ、ふやかしておく。
②鍋で牛乳を温めて、①を入れて溶かし、砂糖を混ぜる。
③②の底を氷水にあて、混ぜながら冷やす。
④冷めたらヨーグルト、豆乳を加えて混ぜ、とろみがついたところ
で生クリーム、レモン汁を加えて混ぜる。容器に流し入れて冷
蔵庫で冷やし固める。

☆つくりかた
★材料（４人分）
調整豆乳....................100ｇ
粉ゼラチン..........１袋(５g)
水..........................大さじ２
牛乳..........................100ml
砂糖..............................50g
プレーンヨーグルト...150g
生クリーム..................50ml
レモン汁.................大さじ１
飾り用ミントなど........適宜

　　　　　　　豆乳は低脂肪・高たんぱく質の優れた飲料です。そ
のまま飲むほか、お料理やお菓子にも利用していきたいですね。

実施日・受付時間種　別 対象者場所
４月４月

５月５月

午後１：００～午後１：１５ H19年11、12月、H20年1月生保健センター２階先天性股関節脱臼検診
午前９：４５～午前１０：００ 中央公民館離乳食教室11・12ヶ月コース
午後１：００～午後３：００ 保健センター２階健 康 相 談
午後１：００～午後１：１５ 保健センター２階乳 児 健 診
午後１：１５～午後１：３０ 地域福祉センターポ リ オ

午後１：００～午後１：１５ 保健センター乳がん・子宮がん検診
午後１：１５～午後１：３０ 地域福祉センター母親学級前期コース①
午後１：１５～午後１：３０ 地域福祉センター三 種 混 合
午後１：００～午後１：１５ 保健センター２階１ 歳 半 健 診

H19年4、5月生

希望者（要予約）

H19年6、9、12月生

7歳半～H19年11月生

4月25日の対象者欄を参照。

妊娠前期～中期の方で希望者（要予約）

7歳半～H19年10月生

H18年10、11月生

16日水

17日木

21日月

22日火

23日水

7日水

10日土

12日月

13日火

予約時に確認 保健センター乳がんマンモグラフィ検診
（乳房エックス線撮影）

午後１：３０～ 保健センター２階母 乳 学 級

午後１：００～午後１：１５ 保健センター乳がん・子宮がん検診

昭和9年～昭和41年の間の奇数
年に生まれた女性（要予約）

希望者（要予約）

乳がん→昭和42年～昭和53年の間及び
昭和７年以前に生まれた女性（要予約）
子宮がん→子宮がん病院検診を受けない
20歳以上の女性（要予約）

24日木

24日木

25日金

予約時に確認 保健センター乳がんマンモグラフィ検診
（乳房エックス線撮影）

昭和9年～昭和41年の間の奇数
年に生まれた女性（要予約）14日水

午前９：３０～午前１１：３０ 原小学校校庭春のさわやかウォーキング 住民の方どなたでも（要予約）26日土

区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

 
安藤公二 安藤公二

　

鎌田實
または
安藤親男

安藤公二 安藤公二

午　後
 受付13：30～
　　 16：45
 診療14：00～

安藤公二 安藤公二 安藤公二
専門外来
第③肝臓病

（第①②④⑤　
　　　は休診）

長坂和彦
第①漢方
安藤公二
第②～⑤



→
木
造
二
階
建
て
。

　原小学校では、収集委員

会が中心となり、年2回のア

ルミ缶回収などに全校をあ

げて取り組みました。缶を換

金すると収益金は約10万円

に！「学校のためになるもの

に使いたい」と看板（校名札）

を作りました。3月14日にはそ

の、厚さ６cmの看板の除幕

式を行い、19年度の児童会

長清水創君は自分たちの集

めたアルミのお金で校名札

ができあがりとても嬉しい、

何十年も大切に使い続けて

ほしいと挨拶しました。

■団　長　武田  広美　■副団長　日達  子男
ますお

　県営圃場整備事業原村西部地区菖蒲沢工区は、昨年１１月、

換地処分登記が完了し、2月23日には「豊穣菖蒲郷」の記念碑

の除幕式が行われました。事業の着手年度は平成4年度でした。

　この地区は重要遺跡埋蔵地帯の上、水田地帯にも数多く遺

跡があり、遺跡の発掘優先による工事予算額の制限など、難題

が多い事業でしたが、

県、村文化財担当者や

地区地権者との協議を

重ねながら水田地帯主

体の事業に決定しすす

めてきた結果、近代的

農業基盤を確立するこ

とができました。

　消防団へ17年勤めた武田

広美さんが、財団法人日本消

防協会長から功績章を受章

し、3月13日には宮坂金光原

村消防団長から伝達されまし

た。受章のことば「消防を通

じて火災、災害時の対応の仕

方、そして多くの仲間を得た事

は、私にとっては財産です」

　昨年度の原小6年2組

の児童らは、3つの提案を

村で検討してもらおうと

提案文を直接村長へ渡し

ました。その提案とは?

◆村図書館のスロープ

の段差をなくしたい。

◆学校周辺の歩道ので

こぼこをなくしたい。

◆中央公民館のスロープの幅を広くしたい。—という内容。

　昨年9月からこの学級では身の回りの公共施設で誰もが使えるよ

うにどんな工夫がされているか、逆に足りないことは何か、どうすれ

ばよくなるかを実際に利用しながら調べ学習してきました。地域福

祉センターの職員から“心にユニバーサルデザインをもって生活を”

という話を聞き、その生活を実践する提案を全校に向けて発表、村

長へはみんなが暮らしやすい村になるための改善点を提案しました。

　園芸特産業関係功労賞　平出吉長さん（72歳）

　セルリー栽培を始めてもうすぐ50年。昨年１１月に長年のセル

リー栽培の功績が認められ、平成19年度長野県園芸特産業関

係功労者表彰で表彰されました。また、野菜品評会等で２度の

知事賞を受賞しており、今回で3度目の知事賞受賞となりました。

Ｑ．今回受賞した感想は？

53年間ただ土をいじってきただけのことだから…。でも、チャン

スは少ないからありがたくいただきました。品評会で入賞した

ことや品質が安定していたことが評価されたんだと思います。

感謝の気持ちを込めて、2月には受賞記念披露宴をやりました。

Ｑ．農業を始めたきっかけは？

昭和29年に高校を卒業して農業を始めました。クラスの中で数

人が普及員になったり大学に行くくらいで、他はみんな家を継

いで農業をするのが当たり前だった。

Ｑ．どんな作物を作ってきたのですか？

最初は養蚕と種馬鈴薯、米を作っていたが、種馬鈴薯は輸入が

多くなって、蚕も桑が萎縮病でだめになってしまって、減反も始

まって、どうするかということで、白菜、キャベツ、加工トマトなど

も作った。昭和25年くらいから原村でもセルリー栽培が始まっ

て、昭和34年に栽培を始めました。

Ｑ．苦労したことは？

水の確保に苦労した。水が無くちゃ育たないから、セルリーを始

めた当時は家庭で、池の水を使って栽培していた。基盤整備や

深井戸を掘って水を出すまで、みんな水で苦労していた。そのお

かげでセルリーの産地になったと思う。

Ｑ．良かったことは？

農業が好きだからやってこれた。土地を守っていきたいという

想いがある。

Ｑ．普段気をつけていること、心がけていることは？

水、農薬、肥料には気を使っている。均一に水をかけないと安定

したものは作れない。生で食べるものだし、環境も守っていかな

ければいけないと思う。初心に戻れといつも言っています。

Ｑ．好きな言葉は？

辛抱。ちょっとくらい安くても、我慢すれば次の年はきっと良くなる。

Ｑ．今後の目標は？

ここまで大きな産地になったから、これからは、いかに品質を良

くするか。いかに揃ったものを出すかが課題だと思う。セルリー

は暑すぎてもダメ、涼しすぎてもダメ。環境にも気を使わなきゃ

いけないと思う。なんで同じことを50年もやってただと言われ

るが、これからも無理せずぼつぼつやっていきたい。

　インタビュアーの交代により　小池奈津より一言

３年間、沢山の方に出会えて、みなさんそれぞれ一生懸命で輝いて

いてとても感動しました。

それを伝えられた

かわかりません

が、協力して下

さった方、読んで

下さった方、本当に

ありがとうございました。

　八ヶ岳美術館では3月20日から4日間、スプリングフェスタが行わ

れ、最終日の23日にはミュージアム・ウェディングが一般公開されま

した。偶然訪れた東京在住の女性は、内装など、普通の式場とまっ

たく違わない雰囲気で良かったと話していました。では、写真をご覧

ください。村野藤吾さんのデザインしたレースの絞り吊りが施された

優美な間接照明の雰囲気が、いっそう結婚式を盛り上げていました。

　約6ヶ月間の工事を経て、原村

駐在所新庁舎が完成し、3月26日

には開所式が行われました。

　犯罪の発生は平穏に推移して

いますが、交通事故は多発してい

るのが原村の実態です。そのため

少しでも交通事故が無くなるよう

に常時警戒力を強化するなど安

心して暮らせる環境づくりに努め

るとしています。

　これまで以上に村の方 に々親し

みをもっていただき、新しく設置さ

れたコミュニティコーナーを活用し

ながら交流を深めていきたい」と折茂二郎巡査長は語っていました。

なっちゃんのワクワクセロリ通信
～小池奈津＠役場総務課の街角interview～
なっちゃんのワクワクセロリ通信
～小池奈津＠役場総務課の街角interview～
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　村内で初めて「原村災害時住民支え合いマップ」を作成した

柳沢区で、3月9日にマップ見直しのためのフォローアップが実

施されました。マップは昨年完成しており、事業の実施要綱に

したがい、変更事項が生じると毎年度更新をします。

　マップには住宅地図のようなものが描かれ、一人暮らし老人

や重度障害者の方等、災害が発生したときに援護が必要だと

調査で回答した方のところへ誰が助けに行くのか、ということ

が具体的に記入されています。

　フォローアップでは地震を想定した避難訓練を行い、今回避

難場所だと指定した公民館に80名以上の区民のみなさんが

集まりました。区長は「災害時には手が足りないと思う。お互

い近所で声を掛け合って、個人情報で難しい面もあるが仲良

く助け合うことが大事だと思う」と挨拶していました。

　19年度の原小4年1組の

児童が昨年11月から飼育し

てきたホタルの幼虫の一部

が、新しい里親、原中の科学

部員へ手渡されました。受

け渡す場面には生徒会長ら

も立会い「原村をホタルの

光でいっぱいにしたい」と、

様 な々思いで育ててきた4年

１組の皆さんに熱意を伝え

ました。飼育の時の水の温

度や用意する物などがクラ

ス全員の手で書き込まれた

日記を、幼虫とともに科学

部員らに託しました。

２３ ２２

ホタル　　新しい里親のもとへ
原村むらづくり生涯
学習推進委員会の ホタル交流プロジェクト
ホタル　　新しい里親のもとへ
原村むらづくり生涯
学習推進委員会の ホタル交流プロジェクト

原小校舎改築記念にケヤキの校名札
収集委員会が大活躍…書は八ツ手出身、津金孝邦さん…

原小校舎改築記念にケヤキの校名札
収集委員会が大活躍…書は八ツ手出身、津金孝邦さん…

よしくによしくに

原村災害時住民支え合いマップ
～柳沢区でフォローアップ実施
原村災害時住民支え合いマップ
～柳沢区でフォローアップ実施

茅野警察署原村警察官駐在所開所式
平穏で安全な地域社会の実現を目指す
茅野警察署原村警察官駐在所開所式
平穏で安全な地域社会の実現を目指す

村長へ「検討よろしくお願いします」
学習テーマ「いつも心にユニバーサルデザインを」
村長へ「検討よろしくお願いします」
学習テーマ「いつも心にユニバーサルデザインを」

圃場整備事業菖蒲沢工区竣工
受益面積37.1ha
圃場整備事業菖蒲沢工区竣工
受益面積37.1ha

八ヶ岳美術館08’スプリングフェスタ八ヶ岳美術館08’スプリングフェスタ

正副団長引継式正副団長引継式

武田広美さ
ん日本消防協会長から功績章受章

勤続17年
武田広美さ

ん日本消防協会長から功績章受章
勤続17年

　消防団の正副団長の引継式が、3月29日、班長以上の団員ら

が出席し、役場講堂で行われました。式では、団旗を宮坂団長

から手渡された武田新団長が、村長へ、引継ぎ完了報告をしま

した。新正副団長就任あいさつでは、伝統ある消防団の名を汚

さぬよう、住民の生命と財産、そして大切な団員の生命を守って

いくよう全力で頑張りたいーと新団長を任命された武田さん

が述べました。退任となる宮坂金光団長からは「無事任務が終

了したのは団員が一致団結し協力があったから」と挨拶があり

ました。平成20年度正副団長は次の2名で、任期は2年です。

なっちゃんこと

ほじょう

ほうじょうしょうぶのさと
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